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実習報告（基盤教育実習） 
 
児童の学ぶ意欲を高める家庭学習のシステムづくり 
 
船津 明里（子ども支援探究コース） 
 
1.探究実習のテーマと設定の理由 
小学校学習指導要領解説総則編（2017）において，（1）知識及び技能が習得されるようにすること，
（2）思考力，判断力，表現力等を育成すること，（3）学びに向かう力，人間性等を涵養することの 3
つが重要であるとされている。この 3 つは，教師が育成すべき資質・能力である。中でも，主体的に
学習に取り組む態度も含めた「学びに向かう力」は，受動的に学習するだけでなく，子どもたちが自
分や社会にとって必要なことを取捨選択しながら，自ら学んでいこうとする意欲が大事になると考え
られている（岡田，2016）。 
学びに向かう力を涵養するためには，授業だけでなく，家庭学習のあり方について考える必要があ
る。児童に対する学習支援は，「基礎・基本」と「生きる力（メタ認知的能力）」とのバランスを調整
しながら，最終的には児童自身が自己の学習過程を制御していけるように構成すべきであり，家庭学
習と授業とを通して，基礎・基本の定着を図ると同時に，自主的で自律的な学習態度を育成していく
ことが求められる（藤谷，2008）。 
実習校では，年に 3 回家庭学習の強化週間が設定されている。個々の児童が，それぞれに目標をも
って学習に取り組むことができる仕組みとなっているため，学習習慣の確立につながっていると考え
られる。今後さらに，学びに向かう力を高めるためには，フィードバックとフィードフォワードの視
点をもって，家庭学習システムを構築していくことが大切である。フィードバックとは，「出た結果か
ら課題原因を特定し，その克服を重ねることで，できることを増やしていく」手法であり，フィード
フォワードとは，「目標をどう達成するかに集中し，結果が出る前に原因に手を入れて，最善の結果に
導く」手法のことである（ベネッセ教育総合研究所，2016）。 
本研究では，児童の学ぶ意欲を高めるための家庭学習のシステムづくりとして，学習習慣や家庭学
習の実態を把握し，教師のかかわりについて考えていく。 
 
2.探究実習の研究目標 
①子どもの自律的な活動を引き出す，学校全体の取り組みを知る。 
②実習校における児童の学習習慣や家庭学習の実態，教師の働きかけを知る。 
 
3.探究実習の概要 
探究実習の実習校は，平成 29 年 5 月 1 日現在において，通常学級 18，特別支援学級 5，計 23 学級
である。加えて，LD・ADHD 等通級指導教室が 2 つ設置されている。 
 平成 29 年 9 月から平成 30 年 1 月までの間，1 週間に 1 回毎週火曜日に実習校を訪問し，約半年間
で合計 200 時間の実習を行った。第 2 学年 3 学級のうち，1 つの学級を中心に関わり，朝・帰りの会
から給食指導，掃除指導などの教師の日常業務を観察することができた。授業中の子どもたちの学ぶ
姿勢を観察し，状況に合わせて授業補助を行ったり，授業とは異なる休み時間での遊びの様子を伺い
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つつ，活動に参加することが主であった。第 2 学年の学年活動にも携わる機会が多くあり，学年全体
の子どもたちとも関わることができた。 
また，第 6 学年の外国語活動にも関わることで，小学校段階での子どもたちの外国語の習得の様子
を観察することができた。私が小学校に在籍しているときには，外国語活動の授業を受けてきていな
いだけに，どのような雰囲気であるのか，何を学んでいるのかをつかむことができた。加えて，全学
年を通して，子どもたちが登校する時間に合わせて，校門であいさつ運動を行ったり，休み時間の遊
びの中に参加することで，他学年との交流の機会もあった。 
 
4.探究実習の成果と課題 
○成果 
 実習では第 2 学年 3 学級のうち，1 つの学級を中心に関わることで，子どもたちの成長を身近に感
じることができた。クラスの子どもたちは，元気で明るく，いろいろなことに興味をもち，活発であ
る。さらに，授業中や学校行事等，様々な場面において，困っている児童の手助けをする等，意欲的
で積極的な面も見られる。これは学校全体での取り組みによるものだと考えられる。全児童が毎授業
後に「片付け」，「次の準備」，「お茶・トイレ」の順番に沿って，休みに時間に入るように徹底してい
る。他にも，実習校へ赴くと，学年問わずどの子どもたちも，積極的にあいさつをしてくれる。立ち
止まって，目を見て，「おはようございます」と言ってからお辞儀をするという一連の行動が，実習校
でのあいさつのスタイルである。このような子どもたちの自律的な活動を引き出す，学校全体の取り
組みを知ることができたことは，本実習での成果の一つである。 
 また，子どもたちの学習習慣や家庭学習についての実態も知ることができた。先生方は，家庭学習
の種類によって，スタンプとコメントを上手く使い分けるなどして，効率よく評価を行うための工夫
が見られた。中でも，図画工作や総合的な学習の時間で作成した作品や絵日記など，一人ひとり異な
る的確なコメントが多くみられた。さらに，家庭学習で行ったノートやプリントの提出の仕方を，あ
らかじめ徹底させて効率を図るなど，学級担任の家庭学習に対するスタイルや考え方が異なることを
学んだ。このように，家庭学習に対する教師の働きかけの違いを知ることができたことも，本実習で
の成果の一つである。 
 
○課題 
 今回の実習を通して，家庭学習を評価する際の教師のコメントなどの仕方が，学級担任によって異
なる点に興味をもった。家庭学習のねらいの一つは，家庭での学習習慣を確立させ，児童が自分で時
間を見つけて取り組むことである。学級担任から与えられた家庭学習をこなすことが，児童に求めら
れており，家庭学習に取り組み，提出し，学級担任からの評価を受け，返却される，という流れが一
般的である。この一連の流れの中で大切なものが，学級担任の評価の部分であると考える。学級担任
の評価によっては，児童の学ぶ意欲が高まったり，反対に学ぶ意欲が低くなることもあるのではない
かと考えさせられた。 
そこで，平成 30 年度の実習では，子どもの学ぶ意欲を高める家庭学習のシステムづくりについて
検討していきたいと考えている。具体的には，（1）フィードバック，フィードフォワードの工夫によ
って，子どもの受け取り方（学ぶ意欲）に違いがあるのか，（2）先生方が行われている家庭学習のシ
ステムづくり，という 2 点について，研究を進めていく。 
 
